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活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員 

花
の
み
ち
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
点
検
業
務 
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ア
ー
ト
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

事
業
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
取
付
・
撤

去
及
び
点
検
、
状
況
報
告
業
務 

 

昨
年
の
秋
頃
か
ら
、
花
の
み
ち
の
緑

色
の
ポ
ー
ル
に
多
数
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
宝
塚
市
と
宝

塚
市
国
際
観
光
協
会
が
、
「
ア
ー
ト
を

通
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
身

近
に
あ
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
趣
旨
で
行
っ
て
い
る
「
ア

ー
ト
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

で
す
。
現
在
、
花
の
み
ち
に
は
約
１
０

０
種
類
の
様
々
な
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
が

掲
示
さ
れ
、
通
行
す
る
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ

の
取
付
と
点
検
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
す
。
今
回
の

「
活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員
」
は
、
こ

の
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
の
定
期
点
検
業
務

を
２
月
15
日
（
水
）
に
取
材
し
ま
し

た
。 こ

の
日
の
就
業
は
柏
木
行
夫
会
員
と

舩
﨑
政
治
会
員
。
当
日
は
２
名
一
組

で
、
高
所
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ッ

グ
を
一
枚
ず
つ
点
検
し
て
い
き
ま
す
。

柏
木
会
員
は
「
点
検
は
昨
年
秋
の
取
付

以
来
３
回
目
で
す
。
花
の
み
ち
は
一
部

に
風
の
強
い
エ
リ
ア
が
あ
る
の
で
、
フ

ラ
ッ
グ
を
留
め
て
い
る
結
束
バ
ン
ド
が

ち
ぎ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
フ

ラ
ッ
グ
の
周
り
に
蜘
蛛
の
巣
が
張
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
掃
除
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
す
。
順
番
に
見
て
い

く
と
、
確
か
に
結
束
バ
ン
ド
が
ち
ぎ
れ

て
い
る
フ
ラ
ッ
グ
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

あ
り
ま
す
。 

           

２
名
の
就
業
会
員
は
、
ち
ぎ
れ
て
い

る
箇
所
を
手
際
よ
く
新
し
い
結
束
バ
ン

ド
で
留
め
直
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

フ
ラ
ッ
グ
の
下
部
を
留
め
て
い
る
結
束

バ
ン
ド
が
風
な
ど
で
少
し
上
部
に
ず
り

上
が
っ
て
、
フ
ラ
ッ
グ
が
変
形
し
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
器
用

に
修
復
し
て
い
き
ま
す
。
２
名
は
「
高

所
で
の
作
業
な
の
で
、
必
ず
安
全
帯
を

つ
け
て
２
名
一
組
で
作
業
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
見
て
い
る

と
２
名
の
連
携
も
非
常
に
ス
ム
ー
ズ

で
、
作
業
も
順
調
に
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。 柏

木
会
員
に
最
初
の
取
付
時
の
作
業

内
容
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
「
昨
年
秋

の
最
初
の
時
は
２
名
一
組
、
２
チ
ー
ム

で
作
業
し
ま
し
た
。
各
フ
ラ
ッ
グ
の
掲

示
場
所
は
す
べ
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
示
書
を
確
認
し
な
が
ら
、
指
定

の
場
所
に
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

示
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
は
一
か

ら
の
作
業
な
の
で
、
か
な
り
の
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
就
業
の
や
り
が
い
な
ど
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
と
、
「
通
行
人
の
方
か

ら
『
い
つ
も
こ
の
フ
ラ
ッ
グ
を
楽
し
み

に
見
て
い
ま
す
。
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ

っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
時
は
や
は
り
嬉
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

昨
年
か
ら
何
気
な
く
目
に
し
て
い
た

こ
の
ア
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
に
も
、
当
シ
ル

バ
ー
会
員
の
こ
う
し
た
努
力
や
工
夫
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
少
し
誇
ら
し
く
感

じ
た
取
材
で
し
た
。 

（
広
報
委
員
／
佐
野 

純
） 

      ◆
12
月
～
１
月
事
故
内
容 

令
和
５
年
１
月
末
現
在 

 

損
害
事
故 

１
件 

損
害
事
故 

内 

容 

商
業
施
設
の
駐
車
場
内
に
て

当
セ
ン
タ
ー
車
両
を
後
退
中
、
利

用
者
の
駐
車
車
両
に
接
触
し
車
体

を
損
傷
し
た
。 

前

年

度 

令
和
４
年
度 

 

９
件 

４
件 

損

害 

４
件 

３
件 

傷

害 

活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員 

安
全
委
員
会
だ
よ
り 

 ▲左から舩﨑会員と柏木会員 
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 注
意
点 

バ
ッ
ク
で
車
を
移
動
す
る
と

き
は
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
だ
け
で
な

く
、
駐
車
場
誘
導
員
や
同
乗
者
が

い
る
と
き
は
バ
ッ
ク
誘
導
を
依
頼

し
、
後
方
確
認
を
確
実
に
行
う
こ

と
。 

  傷
害
事
故 

１
件 

傷
害
事
故 

内 

容 

就
業
先
場
所
か
ら
徒
歩
で
帰

宅
途
中
、
雪
で
滑
り
転
倒
し
た
。

翌
日
受
診
し
た
と
こ
ろ
右
手
首
骨

折
と
診
断
さ
れ
た
。 

 

注
意
点 

積
雪
時
は
路
面
が
非
常
に
滑

り
や
す
い
の
で
歩
行
や
自
転
車
、

自
動
車
の
運
転
に
は
細
心
の
注
意

を
払
う
こ
と
。 

       

 
 

自転車はルールを守り安全に乗りましょう 
 

今年４月１日から自転車も 
ヘルメット着用が努力義務となります 

 

 

自転車を安全に乗るためにルールを守りましょう 

１．自転車は車道の左側が原則、歩道は例外、歩行者が優先です 

２．交差点では信号と一時停車を守って安全の確認をしましょう 

３．右折は２段階右折で、車両用の右折レーンは使えません 

４．夜間はライトを点灯し、反射器材も付けるようにしましょう 
また、目立つ服装で存在を知らせるのも良いでしょう 

５．飲酒運転は自転車も禁止です 

６．大人も子供もヘルメットを着用しましょう 

７．ながら運転の禁止（スマホを見ながら、通話しながら、傘

さしながらの運転） 

８．他の自転車と並んで通行する併進はやめましょう 

 

 

 

｢

安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」

を
合
言
葉
に
「
安
全
就
業
の
心

得
」
を
遵
守
し
、
事
故
の
無
い
よ

う
就
業
し
ま
し
ょ
う
。 

(

安
全
委
員
会) 

歩道通行可の標識 

２段階右折方法 
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   ◆
宝
塚
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
設
立
40
周
年
記
念
セ
ミ
ナ

ー
開
催 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
10
月
に
設
立

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
記
念
の

一
環
と
し
て
令
和
５
年
２
月
17

日

(

金)

、
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

市
立
中
央
公

民
館
に
て
、

シ
ニ
ア
世
代

を
対
象
と
し

た
「
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア

で
い
る
た
め

に
い
つ
ま
で

も
楽
し
く
元

気
に
！
」
と

題
し
た
健
康

セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し

た
。 

講
師
は
近
畿
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会

社
広
報
課
村
上
昌
子
氏
を
お
迎
え
し
、

認
知
症
予
防
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い

て
心
と
体
を
健
や
か
に
保
つ
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 一

般
市
民
も
参
加
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
市
民
９
名
、
会
員
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 ◆
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会 

清
掃
講
習
会
を
実
施 

令
和
５
年
２
月
24
日
（
金
）、
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
当
セ

ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
に
て
「
家
庭
内

の
水
ま
わ
り
清
掃
の
方
法
と
作
業
ポ
イ

ン
ト
」
と
題
し
て
、
お
掃
除
サ
ー
ビ
ス

し
も
い
代
表
下
井
悟
氏
を
お
招
き
し
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

            

今
回
は
、
家
庭
内
清
掃
に
お
い
て
清

掃
前
の
注
意
点
や
心
構
え
、
掃
除
の
手

順
確
認
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
汚

れ
の
種
類
と
効
果
的
な
清
掃
方
法
、
ま

た
、
水
回
り
（
台
所
・
浴
室
・
洗
面

台
・
ト
イ
レ
）
で
使
用
す
る
洗
剤
の
種

類
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ

と
を
学
び
、
会
員
９
名
が
受
講
し
ま
し

た
。 

       ◆
一
喜
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

令
和
５
年
３
月
３
日(

金)

、
一
喜
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
旭
国
際
宝
塚
カ
ン

ツ
リ
ー
倶
楽
部
に
て
23
名
が
参
加
し
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

優 

勝 

内
木 

正
三 

準
優
勝 

大
森 

茂
樹 

３ 
位 
越
田 

武
彦 

 

次
回
は
令
和
５
年
６
月
２
日(

金)

、

大
宝
塚
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
開
催
予
定

で
す
。 

   

◆
良
元
ブ
ロ
ッ
ク
３
の
２
地
域
班 

と
ん
ど
焼
き
２
０
２
３
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加 

令
和
５
年
１
月
９
日(

月
・
祝)

、
午

前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
仁
川
小
学
校
運

動
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
仁
川
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
「
と
ん
ど
焼
き

２
０
２
３
」
会
場
に
て
、
駐
輪
場
運
営

管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。 

前
日
の
８
日(

日)

は
、
会
場
設
営
と

駐
輪
場
ス
ペ
ー
ス
の
設
営
、
お
よ
び
当

日
の
駐
輪
場
の
誘
導
や
整
理
に
参
加

し
、
両
日
と
も
整
然
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
主
催
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

  

     
 

互

助

会

だ

よ

り 

講

習

会

報

告 

地

域

班

だ

よ

り 

▲勢いよく燃え上がるとんどに 
無病息災を祈りました 

▲市販されている洗剤類を前にして使用方法
を説明する下井講師 
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〇
詩
吟
サ
ー
ク
ル 

毎
月
第
１
・
２
・
３
木
曜
日
、

午
後
６
時
か
ら
西
公
民
館
で
開
催

し
て
い
ま
す
。 

代
表
者 

嶽(

だ
け)

伸
行 

０
９
０･

４
９
０
１･

３
４
４
６ 

 

〇
俳
句
サ
ー
ク
ル 

毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で
当
セ
ン
タ

ー
３
階
大
会
議
室
で
開
催
し
て
い

ま
す
。 

代
表
者 

安
井 

修 

０
９
０･

３
８
７
４･

４
３
５
７ 

 

〇
ゴ
ル
フ
同
好
会
（一
喜
会
） 

年
４
回
、
宝
塚
市
内
の
ゴ
ル
フ

場
で
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。 代

表
者 

山
地 

純
二 

０
９
０･

７
７
５
６･

４
５
９
６ 

 

同好会・サークル紹介 

現在２つの同好会と２つのサークルが活動しています。 

興味のある会員は各代表者の方へお問合わせください。 

〇
テ
ニ
ス
同
好
会
（Ｋ
Ｔ
Ｃ
） 

毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
か

ら
12
時
ま
で
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
プ
レ
ー

を
し
て
い
ま
す
。 

代
表
者 
名
和 

昌
昭 

０
９
０･
８
１
４
８･

０
３
８
１ 
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  ◆
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会
開
催 

イ
ズ
ミ
ヤ
小
林
店
会
場 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
出
張

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
令
和
５
年
２
月
17
日(

金)

、
18

日(

土)

の
両
日
、
イ
ズ
ミ
ヤ
小
林
店
１

階
催
事
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催
し
ま
し

た
。 

          

相
談
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
施
し
た
上
で
、
事
業

開
拓
員
と
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
入
会

案
内
と
入
会
相
談
お
よ
び
仕
事
の
依
頼

相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。 

◆
当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
玄
関
前 

オ
リ
ー
ブ
の
木
剪
定 

            

◆
会
員
の
状
況
（１
月
末
現
在
） 

会
員
数
・
平
均
年
齢
は
１
月
末 

入
退
会
者
数
は
12
月
～
１
月  

 

                         

 
 

会 員 数 ９１４名 

(男性会員数) ６６２名 

(女性会員数) ２５２名 

入 会 者 数 １７名 

退 会 者 数 ６名 

平 均 年 齢 ７４.５歳 

☆
就
業
報
告
書
提
出
の
お
願
い 

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完

了
後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に

提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

就
業
報
告
書
を
郵
送
さ
れ
て
い
る

会
員
の
方
は
、
令
和
３
年
10
月
よ

り
普
通
郵
便
の
土
曜
日
配
達
の
休
止

に
伴
い
、
１
日
早
く
投
函
す
る
な
ど

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

配  分  金 

支払い日のお知らせ 

 

3月就業分   4月14日(金) 

4月就業分   5月15日(月) 

5月就業分   6月15日(木) 

事

務

局

だ

よ

り 

令和５年度第１回就業相談会を開催します 

未就業の方を対象として就業相談会を開催します。相談をご希望の方は、あらかじめ予約が必要で

すので、下記にてお申し込みください。 
 

１．相談会開催日   令和５年４月２０日(木) 午後１時～３時 

２．開催場所     宝塚市シルバー人材センター３階大会議室 

３．申込方法     当センターに電話、または来所にてお申し込みください。 

４．電話番号     TEL: 0797(81)7000  

５．対象者      未就業の方が対象です。 

▲植木班のボランティアにより当センター

玄関前のオリーブの木がきれいに剪定さ

れました 

 ▲出張相談会の様子 
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俳 
 

句 

 

俳
句
サ
ー
ク
ル 

水
仙
が
海
へ
せ
り
出
す
淡
路
島 

❤
川
嶋 

兼
雄 

氏
神
の
木
々
百
幹
や
淑

し
ゅ
く

気 き

満
つ 

❤
近
藤 

信
一 

冬
晴
れ
や
一
線
の
雲
崩
れ
ゆ
く 

❤
中
嶋 

諒
子 

澄
む
秋
の
さ
ら
な
る
上
を
雲
流
れ 

❤
橋
本 

千
津
子 

世
事
う
と
く
気
ま
ま
に
今
日
も
炬
燵
守 

❤
羽
山 

淳
子 

冬
晴
れ
や
川
床
透
け
て
鯉
の
影 

❤
安
井 

修

絵 
 

画 

🖊️
羽
山 

淳
子 

     

 

  

             

 
 

会

員

の

広

場 

☆
投
稿
の
お
願
い 

会
員
の
広
場
に
掲
載
す
る
絵

画
・
写
真
・
旅
行
記
な
ど
会
員
の

皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

（
広
報
委
員
会
） 

ひ
と
り
は
み
ん
な
の
為
に 

み
ん
な
は
ひ
と
り
の
為
に 

 

 

味 
 
 
 
 

🖊️
城 

剛
吉 

 

だ
い
こ
ん
に
は 

だ
い
こ
ん
の
味
が
あ
り 

に
ん
じ
ん
に
は 

に
ん
じ
ん
の
味
が
あ
る 

 

あ
な
た
に
は 

あ
な
た
の
味
が
あ
り 

わ
た
し
に
は 

わ
た
し
の
味
が
あ
る 

 

そ
こ
に 

そ
の
人
の 

味
が
あ
り 

そ
こ
に 

各
々
の 

 

味
が
あ
る 

 

そ
こ
に 

そ
の
人
ら
し
さ
が 

出
て
い
れ
ば 

も
う 

そ
れ
で
い
い
の
で
す 

 

あ
な
た
の
味
が
出
て
い
れ
ば 

そ
し
て 

わ
た
し
の
味
が
出
て
い
れ
ば 

編 

集 

後 

記 

本
号
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
に

は
、
桜
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
南
か
ら

開
花
の
便
り
が
届
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
▲
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
に
関
し
て
は
、
５
月
か
ら
感

染
症
類
型
が
２
類
か
ら
５
類
に
緩
和

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
お
い
て
も
今
以
上
に

緩
和
の
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
▲
こ
れ
か
ら
は
マ
ス
ク
の
着
用

に
つ
い
て
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集
ま
る
場

所
が
不
特
定
多
数
の
人
の
集
ま
り

か
、
い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
か
、
換
気
の

良
い
場
所
か
な
ど
リ
ス
ク
を
個
人
で

判
断
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
▲
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
も
、
①
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た

食
事
、
②
適
度
な
運
動
、
③
規
則
正

し
い
生
活
、
④
社
会
参
加
の
継
続
が

大
切
で
す
。
日
常
生
活
を
改
め
て
見

直
し
、
自
身
に
あ
っ
た
健
康
維
持
の

立
て
直
し
を
是
非
考
え
ら
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。
▲
会
員
の
皆
さ
ま

が
元
気
で
は
つ
ら
つ
と
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
広
報
委
員
／
杉
山 

ち
よ
） 

  

詩 
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日常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談ください 
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない

仕事もありますので、まずお電話でお問合わせください。TEL 0797(81)7000 

 

 

 

 

   

家事援助サービス 
・室内清掃 
・窓ガラス・網戸・換気扇など清掃 
・食事の支度・洗濯 
・網戸などの片付け手伝い 
・ゴミステーションの掃除 
・買い物…など 

事務サービス 
・あて名・賞状書き 
・パソコン操作指導 
・原稿づくり…など 

お庭の手入れ 
・植木剪定・施肥 
・植木の水やり 
・雑草刈り(機械・手刈り) 
・庭の掃除…など 
＊植木の剪定は毎年３月から年間予
約(４月から３月)を承っていま
す。 

空き地・空き家管理 
・外観点検 
・清掃 
・郵便物の確認…など 
 

 
 

子育て支援サービス 
・子どもとお留守番 
・イベントやセミナーでのお子
さまの一時預かり…など 

＊２歳以上からお預かりしま
す。(但し所定の条件有り) 家屋の手入れ 

・簡易な大工仕事・塗装 
・家具の組立…など お墓の掃除 

・水洗い 
・雑草刈り 
・献花…など 

お問合わせ先：公益社団法人  宝塚市シルバー人材センター  

〒665-0827宝塚市小浜2丁目1番1号 TEL.0797(81)7000  FAX.O797(81)7040 

https://www.sjc‐takarazuka.or.jp  

 

 

 

シルバー人材センターの会員になるには 

◎会員の条件 

宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただ

ける方。 

◎入会方法 

入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。 

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2,000円)の納入で会員となります。 

 

☆ワークサポート宝塚内（宝塚駅前ソリオ２・７階）にてシルバー人材センター案内＆相談出張所を開

設しています。シルバー人材センター相談員が専用ブースで入会相談にお答えします。 

開催日時 毎月第１・第３水曜日午前１０時から正午まで 

 

*ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話か、ワークサポート宝塚専用ブースま

でお問合わせください。 

シルバー人材センター会員募集 就業などを通じて社会参加しませんか 

宝塚市シルバー人材センター 🔍検索 


